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要 旨

折口l硬化型ステンレス鋼と称せられる鋼種ほ相当多いカ＼てルテンサイト系ステンレス鋼の高強度とオース

テナイト系ステンレス鋼のすぐれた耐食性を有する析出硬化型_ステンレス鋼の開発を目的として各種合金元素

の影響について調べた結果,高強度とすぐれた耐食性を併用した析出硬化型ステンレス鋼PSLを得,初期の目

的を達したので諸元素の影与劉二ついて述べたものである｡

l.緒 言

析出硬化型ステンレス鋼と称せられる鋼の種鞍は相当多いカ＼

17-4PH,17-7PHがその主体をなすものと考えてさしつかえない

だろう｡ステンレス鋼のすぐれた耐良性ほ近代工業にとって1こ可欠

のものとなったが,使用分野が拡大するにつれて種々な性能が要求

されてきた.｡析出硬化型ステンレス鋼ほこのような新しい要求に応

じて開発された鋼種であり,耐食性とともに高頻度を保持すること

により構造用,バネ用などに斯い､分野を開拓している｡

そこで構造用としてマルテンサイト系ステンレス鋼の娩度とオー

ステナイト系ステンレス鋼の耐食性を有する析出硬化型ステンレス

鋼を開発するため,17%Cr-4%Niを基準組成として種々合金元素

の影響について調査した結果,強度と耐食性のすく､'れた析出硬化判

ステンレス鋼PSLを得たのでこれらについて報告する｡

2.供 試 材

供試柑は高周波電気炉にて20kgおよぴ35kg溶製し,20kg鋼

塊は15mm士･,35kg鋼塊は20mm中に鍛伸後試験i･こ供Lた｡試料

素1 試 料 のの化学成分を表1に示す｡

3.実 験 結 果

3.1時 効 硬 度

析出硬化型ステンレス鋼,特にマルチンサイト系でほ橙械的性質

は合金の組成,熱処理,それiこ伴う組織の変化,析出物などによっ

て著しく異なり,Ms温度,フェライト心よびオーステナイト量な

どが硬度に関係してくる.｡

代表的な試料No.3.No.6の時効硬度曲線を図1および図2に示

す｡試料No.3はオーステナイト生成元素C量が高く,二重時効処

理を行なわなければじゅうぷんな硬度が得られないこ これほオース

テナイト生成元素特にC,Nなどを多量に含有している場合にほMs

点が‾Fがり,溶体化処理によってじゅうぶんなr-M変態が起こら

ないためであるっ したがってじゅうぶんな変態を得るためにはオー

ステナイト生成元素C,Nをそれぞれ炭化物,窒化物として析出さ

せMsノ･ご丈を上昇せしめる必要がある｡17%Cr-4プgNi鋼においてほ

700～800℃で最も早く炭化物が析出するため,図1(b)のように700

℃で一次時効を行ない,炭化物,窒化物を析出せしめ,さらiこ二次時

化 宇 成 分

王試料No.

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

N

N

N

N

N

N

N

N

N

N

N

N

N

N

N

N

N

N

N

N

N

N

N

N

N

口

nMSiC

0
4
0
4
1
1
0
9
1
0
0
4
0
3
0
3
1
1
0
6
鵬
0
0
0
4
0
3
1
3
1
3
0
3
0
3
1
2
1
0
0
6
0
2
0
j

O209

0･59㍑㍑柑0･6｡0･73川0･550･4｡㍑0･76ほぼ柑㍑柑0･740･370･420･33竺

P

0.007

0.007

0.008

0.009

い.010

0.008

0,009

0.009

0.012

0.り12

0.007

0.013

0.008

0.()06

0.()08

け.013

0.006

0.009

0.008

0.010

0.qO7

仇01(1

0.0〔)9

仇010

n.015

OMWrハしNS Cu Nb

立金属株式台杜`安来丁場掛金研ノ咤｢軒 丁ノ､㌣卜㌔り二

口立缶属株式会社′女来工場結i東研■た巾

4.52

4.46

4.62

4.49

4.49

ヰ.07

4.()4

4.06

4.61

4.02

3.86

4.62

4,37

4.54

4.54

4.56

4_48

4.65

4.62

4.62

4_41

4.54

ヰ.6り

4.64

4.54

1.00

1).90

Ⅶ
一
一
一
一
一
順
化
二
蒜
一
¶
▼
川
一
一
～

】 47 】

0
･
9
｡
0
･
8
6
0
･
9
7
は
柑
柑
〇
.
9
｡
帽
ぼ
柑
一
〇
.
7
5
〇
.
8
4
柑
〇
.
9
｡
〇
.
9
6
〇
.
9
5
〇
.
9
3
〇
.
9
6
〇
.
7
8
…
…
1
.
4
3
川
ほ

…0･320･310･370･38〇.36柑川〇.29〇.33竺〇.28〇一27〇.33柑〇.32柑〇一3｡〇.43ほ〇一22柑一

一

三
¶

蒜〇.66〇一8｡〇.9｡〇.330■8｡〇.881.｡｡一

ヱ0･4｡1･230･71〇.79〇.8｡0･77柑〇.71は〇.66…〇.77二一㍍〇.55…ほ一一一二

nU

5

1▲

1

2

【-

.
1
一
､
ソ
⊥

､
り
一

l

爪U

O

O

nU

l

N
芯
柑
㍑
…
㈹
帆
心
甘
叫
仰
臥
帆

朗
化
｢
一
2
2
3
3
3
3
3
2
3
3
3
■
∵
ニ
ご
′
】
ワ
ニ
/
一
三
:
3
二
3
3
り
‥
｡

塊1



1112 昭和43年12月 目 止 評 論 第50巻 第12号

寿桓
0

0

ハリ

O

nリ

〓J

.1づ

3

2

11

(
J
止
〓
〕
さ
誉

(
U
ヱ
ー
)
世
瞥

0

ハU

■+J

..山一

550こし

rしnU50 ℃450∴
l
ノ

00

6
‥
叫

j

咋

ハ
′
一

450｢｢

400く:■

5DO+･_t

550■Jて

X600r

700-(二二 1

.･2h

4 り

【:=㌧咋r≦りh:■･

心

図1 試料No.3の時効硬変曲線
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図2 試料No.6の時効硬度曲線

効によって硬化を促進する｡しかしながらC,Nなどが多量に含有

している場合でもC,Nを炭化物,窒化物として安定化させる元素

Nb,Tiなどがじゅうぶん添加されている場合は溶体化処理状態で

の残留オーステナイト量は少なく,容易にr→M変態が起こる｡た

とえば試料No.15,No.16ほC,Nが多量添加されているにかかわ
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らず単一処理で高頻度が得られることによって証明できる｡これは

NbC,TiCあるいはTiNとして析出したためと考えられる｡

C量の低い試料No.6は溶体化処理状態において容易にr→M変

態が起こり残留オーステナイト量が少なく,Ms点が常温以上にあ

るため単一処理でじゅうぷんな硬度が得られる｡

3.2 機械的性質

3.2.1Al添加の場合

Alほ非常に強力なフェライト生成元素であり,多くの異なる組

成から求められたAlのフェライト生成効果は1%Alに対してフ

ェライト38%増加せしめる｡フェライト量はフェライト生成元素

とオーステナイト生成元素の相対的割合によってその生成量が決

まる｡Alを添加した場合の各種元素の影響について述べる｡

(1)Alの 影 響

試料No.1,No.2はWを1%添加し,Alを0.5%およぴ1%添

加したものである｡図3に試料No.1の機械的性質を示す｡試料

No.1ほNo.2iこ比べフェライト量が少ないため単一時効でじゅ

うぶんな強度が得られるが,No.2ほフェライト量が多く二重時

効を必要とする｡これはC,Nなどのオーステナイト生成元素と

異なり,700℃一次時効でAlの金属間化合物を析出せしめるため

と考えられる｡またAl量が高くなるに従って靭性(じんせい)が

低下する傾向にある｡

(2) C の 影 響

図4および図5ほ試料No.3,No.6の機械的性質を示したもの

である｡試料No.3は図1に示すようにオーステナイト生成元素

であるC量が高いため,二重時効処理を行なわなければじゅうぷ

んな強度が得られない｡

そこでC量の異なる試料No.3,No.6についてr-M変態機構

を確認するためⅩ-Yrecorderを用いて変態挙動を調べた｡その

結果を示したのが図占および図7である｡

図るに二机､てC量の高い試料No.3ほ1回目加熱において約

600℃付近よりM→r逆変態が起こり,さらに昇温して1,025℃

より空冷(溶体化処理相当)ではほとんどr→M変態が起こらず

多量のオーステナイトが残留し,Ms点は常温付近と考えられる｡

したがってナーステナイト安定化元素Cを炭化物として析出せし
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図7 試料No.6の変態曲線

める必要があり,700℃で1時間保持(一次時効)して炭化物を析

出せしめると冷却過程で約140℃付近より7･→M変態が起こる｡

さらに析出硬化処理として二次時効を行なう｡

一方,C量の低い試料Nり.6は一回日加熱においてNo.3と同様

650℃付近よりM-r 通変態が起こるが,1,025℃より空冷によ

って約120℃付近よりr一･M変態が起こり,残留オーステナイト

も少なく,二重時効の必要もなく単一時効でじゅうぶんな強度が

得られる｡)試料No.3の一次時効によるr-M変態量と試料No.

6の変態量が異なっているが,ニれはN量が比較的高いのでNo.

6ほ高い温度から冷却しているため窒化物としての析出量が少な

く,それだけ多くの残留オーステナイトが了≠在するためと考えら

れる｡

(3)Cu の 影 響

Cuは二次硬化を促進せしめ,フェライトを減少せしめる効果を

有し,3%程度まではMs点をあまf)‾Fげない特長がある｡

オーステナイト生成元素C量が低目でNを0.06%添加しCuを

1%～2.5%iこ変えた試料No.6､No.7,No.8の鰊械的特質を図8

に示す｡Ctl量が高いほど引張強さは高い傾向にある｡この種の

析出硬化型ステンレス鋼は時効処群によりCuの多い相を析出し

二次硬化するため,Cuの多い相の析出量によって硬化度が変わっ

てくる｡すなわちCu量の高いものほど時効:硬変が高くなる.〕し

かし3%以上の添加は鍛造性を讃し,Ctlを4%添加したものは鍛

造で割れて試料採取ができなかった｡

(4)Mo の 影 響

MoもAlと同様フェライト生成元素で1%Mo添加に対して

】7ニライトは11%増加する.っ またMs温変を1%Moに対して

約50℃下げる効果がある｡

図9ほ試料No.10,No.11の機械的性質を示したものである｡

Moを0.5プg添加LたNo.10のほうが添加しないものより引張強

さば若干低い傾向にある｡これほMoを添加するとフェライト量

が増加し,Ms点が約25℃低くなり,それだけてルテンサイト量

が少なくなるためである｡Lかし耐食性を考えた場合にはMo量

の高いほうが望まLノい｡

(5)Nb の 影 響

NbはCの安定化元素とLててルテンサイト系析F七硬化型ステ

ンレス鋼iこは不可欠な元素でNb炭化物として析出して,Cを地

から取り除きr→M変態をより容易にする効果を有する｡

Nbを添加しない試料No.12ほ溶体化処理状態でオーステナイ
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トが安淀化L単一処理でこまじゅうぷんな7･･一一M変態が′起こらな

いため図dに示すような加熱ご冷却曲線となり二重時効を行な

わないとじゅうふんな強度が得られない｡すなわち700℃で一次

時効を行ない炭化物を析出せL社)て7･-,,M変態が容易に起こり

得るような処理を行なう必要がある一ノ Nb量は全炭素最の少なく

とも5倍程蛙は必要であろうリ Lかし極低Cの場合己･･こはそれほど

オーステナイトが安定化しないため単一処理でじゅうぶんな強度

が得られる｡

(6)N の 影 響

オーステナイト生成元素C,Nをi試めフェライト生成元素Cr

を低くした試料No.9の機械的性質を示したのが図10である｡

500℃以下の時効温度では二重時効を行なったほうが強度は高い

が550℃以上では単一時効のほうが強度がすく､､jLているL二,これは

550℃以上の時効では炭化物,窒化物がじゅうぶん析出したもの

と考えられる.二.二重時効の場合ほ明らかに過時効の傾向である｡
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1114 昭和43年12月

0

0

0

nU

O

八丁

3

2

1

0

1

1

1

1

1

町
E
F
て
虹
ピ
ル
票
芸
ニ
[

ま50

40

≦ぎ30

芸400

益ゾ 3r)0

昏′
2〔〔

ー､一丁け〕=､_､･2ll一
二･､J.J-‾く

E∠フ㌔＼二
=二二===二三>七

山‾‥､

つ〆X-＼x
＼,/--＼

＼＼≠
×､‾--k･､

x
/l

========-=一句句

20 ご

1P 三

400 450 500 550 600

時効温度(ウcxlh

図10 試料No.9の常温梗械的性質

盲
･
ぷ
一
こ
l
＼
＼
)
∈
∈
N
一

重
軋
忘
丁
･
1
二
､
∵
､

■‖ノ

nU

nU

nリ

ヽU

､hリ

.
1
｢

(
ソ
一

nU

り
､
U

一㌧二≡

ヱ〉

ニ
ラ
一
〓
丁

ー

∵
.
-
.
｢
■
■
こ
｢
一
■
ト
一

n

nり

∩り

0

亡U

4

2

一
ニ
}
鞍

⊥L 評 論

＼1-し11■066㌧㌧Ti ;

タ宅≡てミi

ゝてく>く===三==ご

/ ==コ

/

:==一触=____｢___≦=或

500+

墓;;:[さ∠二二==も
ロ:

主J

200
401) 450 500 550

特称ま獲 亡:∵二･:1h

6PO

ノ
ミ
ン
∴
三
与

0

0

4-

一ソ】

0

∈

3 一重立
替Lご

2重言

1⊥､
>
∈
∈
聖

国11試料No.13,No.14の常温機械的性質

3.2.2 T=泰加の場合

TiほNbと同様,オーステナイトf土工成元素Cの安定化に有効で

あるが,フェライト生攻を促進するとともに二次硬化に顕著な効

果を有する｡

Wを1%添加してTiをそれぞれ0.4%,0.7%添加した試料

No･13,No.14の供械F柳生質を示したのが図11である｡Ti量の

高いNo.14のほうが高強度を示しているこ.文献によるとFe-17%

Cr-Ni系にTiを添加した合金の時効による硬化ほ声50℃×2h時

効した場合,Ni4.5%ではTi添加量1.5%以上でFe三Tiの析出を

認めているがTi量の低い試料No.13,No.14の場合でもFe三Tiか

析出するのではないかと思われる､〕一方TiはCの安定化元素で

あるところから地のCがTi炭化物としてフィーM変態を容易にす

るため単一時効処理で岳強度が得られたと考えられる｡

試料No.15ほオ【ステナイト生成元素C,N,フェライト生成

元素Cr量を高めたものであるが,その徽械的性質は全試料中最

も強度が低い｡これはCrを高めたためにフェライト量の増加と

ともにオーステナイト生蚊元素C,Nを高めたため,オーステナ

イトが非常に安定化し,700℃の一次時効によってもMs点がし

ゆうぷん上昇Lなかったためである.｡

試料No.16はオ】ステナイト生成元素C,Nを高め,フェライ

ト生成元素Crを低めたものであるが,CrはMs点を顕著に下け

る効果を有し,Crlプ左につき杓50℃Ms点を下げる｡したがって

Crのみについて考えれば試料No.15よりMs点は約150℃高l:

なっているわけであるい そのため7′-M変態もじくわうぶん起こっ

ているため単一時効でじ壬わうふんな強度が得られたものと考えら

れる｡.すなわち試料No.15とNo.16の枚械的性質の相違ほCr量

によるフェライト量と7一一M変態によるものである｡

3,2.3 Al＋Ti添 加

AlとTiの相乗効果をねらい複合添加したものである:試料No.

18,No.19ほオーステナイト生成元素C,N量を変えたものであ

る｡図12は試料No.18の機械的性質を示したものである｡両者と

も単一時効処理のほうが強度は高いがC,N量の高い試料No.19

の強度がやや劣る｢ニ

試料No.17はWを1%‾添加したものであるが単一時効処理で
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すぐれた強度を得た:これはAlおよびTiの二次硬化が顕著なた

めと考えられる｡すなわちNiAlおよびCu rich相の析出硬化に

よるものである｡しかL二重時効を行なった場合ほ過時効の瞼向

を示し強度は低下する｡

さらにTiおよぴAl添加量を増Lた試料No.20は二次硬化は

非常に顕著であるが.時効温度550℃以上では靭性が著しく低下

し鋳物のような破断状況を示す｡′ すなわち引張強さと0.2プg耐力

はほとんど同じで,托ニカーひずみ曲線ほ破断まで直線関係を保って

いる｡

3.2.4 Al,Ti無添加

AlおよびTiを添加Lない場合の硬化ほr-M変態硬化および

Curicb相の析出による二次硬化の友である｡

図13ほMo量を変えた試料No.22,No.23の棟械的性質を示
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表2 各試料の最高藤瞳とその熱処理
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550℃×111

450℃×1ll

500℃×2b

500℃×2h

500℃×2b

500℃x2h

500℃×2h

700℃×2h,50()℃×2h

500℃×2h

500℃×2h

700℃×2h.500℃×2l1

500℃×1h

550℃×1l1

450℃×1h

450℃xlh

500℃×1h

500℃×111
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550℃×2h

700℃×2h,40(l℃×1上1

450℃×2h

450℃×2h

450℃×2h

700℃×2h,450℃×2b

したものであるれ Al添加の場合と同様,Mo量が高くなるとフ

ェライト量が多くなり,その上Ms点を‾Fげるので感度ほ低くこな

る傾向がある｡しかL両者とも単一時効でじゅうぶんな強度が得

られる｡

試料No,24,No.25はCの安左化元素Nbを添加Lないもので

あるが,C量の低いNo.24ほフェライト生成元素Moが2%でも

最高約130kg/mm2の引張威さが得られる｡.C量の高いNo.25

は700℃で一次時効を行なって炭化物を析臼1させ,r→M変態を

容易にしないと最高強度は得られない.｡

以上各種元素の影響について述べてきたが､全試料の最高強度

と熱処理との関係を示すと表2のようになる｡

3.3 顕微鏡組織

代表的な顕微鏡組織を示したのか図14～1dである｡Alは非常に

強力なフェライト生成元素であるためフェライト量は非常に多くな

る｡特に図15に示す試料No.20(AlO.82タg,Til.06%)ではフェラ

イトが大部分となる｡一方,Al,Ti無添加の試料No.22でほフェ

ライトが若干認められるが,ほとんどがマ′レテンサイトになる.｡炭

化物生成元素を添加しなかつた場合はほかの試料にほ見られない長

い針状のマルテンサイトに変態している⊂

3.4 耐 食 性

耐食性を見るためには10mmf与×20mmJの試什を作成し,10%

硫酸および5%塩酸溶液にて沸隠した.こ その結果ほ図17､20に示

すとおりであるご〕値はすべて4～10個のjF均値である一

因けほ10%硫酸沸騰溶液iこおけるCu＋Mo＋W呈と腐食減量

との関係を示したものである.ここ.Cu,Moが耐食性向上に顕著な効果

を有することは周知のとおりであるが,WはMoと同族のためMo

と同様と見なした｡硫酸に対LてほAl,Ti添加の場合Cu十Mo,

Cu＋Mo十W量が3.4%以上で顕著な効果がある｡一方,Al,Ti無

添加および低Cr,高N試料でほかなり耐食性が低下する｡

図柑は5%塩酸沸騰溶液に二fゴけるCu＋Mo＋W量と商食減量と

の関係を示したものであるが10プ左硫酸の場合と同様の傾向をもっ

ている｡､

図19はCu＋Mo,Cu十Mo＋W量が3.4%以上のものについて

10%硫酸沸騰溶液におけるAl,Ti,Al十Ti量と腐食減量との関係

を示したものであるが,Al,Ti二ざゴよびAl十Ti量が0.3～1.5%の範
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囲で良好な耐食性を有し,代表的な耐食鋼SUS27よりすぐれた耐

食性をもっているっ またNbを添加しないものほ著しく耐食性が低

下する｡これはCが炭化物として析出するため他のCr量が減少す

るためでBain民らによって報告されているCr欠乏説である｡.す

なわちCrの拡散速度が遅いため特i･･こ粒界付近のCr含有量カニ減じ

耐食性が低下すると説明されている｡この事実はBrauns上モによっ

評 論 第50巻 第12号

｢寸度350¢×110×240¢×4,00U)

図21水門用ローラシャフト

て確認されている｡このことからC量の高いものほどNb添加の必

要性がある｡

図20は図19と同様Cu＋Mo,Cu＋Mo＋W量が3.牛%以上のもの

について5%塩酸沸陳溶液におけるAI,Ti,Al＋Ti量と腐食減量と

の関係を示したものであるが硫酸の場合と同様Al,Ti,Al＋Ti量

が0.3～1.5%の範囲で良好な耐食性をもっている.｡

4.結果の薯察

基準組成を17タ左Cr-4%NiとL,種々合金元素の影響をこついて調

査Lた結果,得られた合金元素の影響は次のとおりである｡

Crは耐食性を得るために必要な元素で最低12%は必要であり多

いごきうが望まい､が,フェライト生成元素であるためCr塞が低け

jtござそれだけ耐食性ここ寄与するフェライト生成元素が添加され得る

ので15～18%程度が望まい､っ

Niはフェライトを減少させるが6%以上添加Lてもあまり効果

がなく,かえってオーステナイトを安定化せしぎ)るので4～5%程度

が望ましい｡

Moはフェライト生成元素であるが耐食性向上に著しい効果を有

L,境戻抵抗の増加あるいは高温特性の改善に有効であるが高価な

ため数%程度までである｡

WはMoと同様フェライト生成元素であるが著しい効果がない｡

Cuほ時効処理により Cu rich相を微細に析出して二次硬化を

爬進させ,さらにフェライトを減少せしめ,3%程度まではMs点

をあまり下げない.っ また4%以上になると熱問加工性が非常に悪く

なるので3%程度までである｡

NbはCの安定化元素でNbの添加はCr炭化物の生成を防止し,

耐食性の低下を防ぐため必要な元素であるとともにNbCの析出に

よってフ･一M変態を容易にする有効な元素で,安定化のためには少

なくとも全βミ素量の4倍を必要とする｡

Ti:ま顕著な二次硬化を促進するとともにCの安定化に有効であ

る力;フェライト生成を促進する｡

Cはオーステナイト生成元素でMs点降下が非常に顕著である｡

フェライトを減少せしめるがC量が高いとオーステナイトを安定化

するばかりでなくCr炭化物を生成するのでC量はできるだけ低い

ほうノ〕ミよいっ

NほCと非常によく似た効果を示し,オーステナイトを安定化す

るとともに0.15%以上では耐食性を著しく低】Fさせる｡

以上の結果より橙械的性質,耐食性を総合すると下記成分範囲を

推奨することができる｡

C Si Mn Ni Cr Cu Mo Nb AI N

く0.1 <1.0 <1.0 4～ 15.0～ 1.5､ 0.5へ･0.2～ <1.0 <0.05

5.5 18 3.0 1.0 0.5

5.用 途

PSL鋼ほ高強度ですく､れた耐食性を有しているので,新用途の開

萌うが期待される｡

PSL鋼ほ主として棒,板,加工品として供給され,各種構造用,
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析出硬化塑ステンレス鋼PSLの諸性質に及ばす合金元素の影響 1117

化学工業,食品製造,低温装置に利用される｡各種構造用としては

ダム用水門のゲートそのほかの部品,高強度および耐摩耗性を必安

とするポンプシャフト,スリーブ,ギヤなど,特に海水あるいは腐食

性ふんい気で使用される場合に好適である｡化学1二業においては特

に耐食性が重要視されるため従来オーステナイト系ステンレス鋼が

使用されているところに使用される｡PSL鋼はSUS27以上の耐食

性と高強度を有するので設計上非常に有利である(〕一例とLてカナ

ダ向け水門用ローラシャフトをあげることができる 個21参照)｡

d.結 ロ

マルテンサイト系ステソレス銅は高強度を市しているが,オース

テナイト系ステンレス鋼に比べ耐食性が劣っている｡オーステナイ

ト系ステンレス鋼は耐食性にはすぐれているが,強度が低いため高

強度を要求される部品には不向であるという難点があった｡そこで

両者の長所を共有する析出硬化型ステンレス鋼の開発を目的として

17%Cr-4%Niを基準組成して稗々合金元素の影常について調べた

特 許 の

特許第490849号(特公昭41-15967号)

転 轍 横

この発明はモノ レール転轍(てんてつ)機の駆動戟構に関するも

ので,1は単線側聞走軌道,2,3,4は3線側同定軌道,5は関節部

を有する転轍用軌道けた,6は支承7上を移動できる台中で,けた

5の関節部および終端部においてけた5に固后され,けた5を支持

する｡転轍用けた5はその中間関節部をヒンジピソ,球面ブシュを

介して出勤日在に連結され,その始端iは支承7にヒンジ支持され,

始端を支点としてり+間関節部および終端を移動させることによって

転轍が行なわれる｡墨ほけた5の移動装置で,電動機9,悸擦クラ

ッチ10,連結軸11,2個の減速機12a,12b,電磁ブレーキ13よ
り構成されている｡減速機12a,12bの出力軸に楔着(けっちゃく)

されたクランクアーム14a,14bの先端にほローラ15a,15bが彗き

若され,ローラ15a,15bは転轍けた‾卜面に国府された巾央ガイド

16,側方ガイド17,18に掛合(けいごう)する｡

けた5が固定軌道3と接続されているとき,ローラ15a,15bは

A線上において中央ガイド16をはさんで対向し,この状態ではけた

5はクランクアーム14a,14bで止められているので動くことはな

い｡電動機9を駆動してクランクアーム14a,14bを反時計方向に

回転すると,ローラ15aは右方へ動きガイド16,17から離れてけた

5との関連が絶たれ,ローラ15bは左方に動いてガイド18に掛合

して図3に示すようにけた5を同定軌道4側に転轍し,転轍が完了

すると電磁プレ【キ13が作動してクランクアーム14a,14bの回

転ほ停止する｡次に電動枚9を逆転させてクランクア】ム14a,

14bを時計方向に回転させると,ガイド16,18と掛合状態にある

ローラ15bは転撒けた5を同定軌道4から国造軌道3に転轍し,虹
轍完了時にほローラ15a,15bは図2に示すようにA線上で小火

ガイド16をはさんで対向した状態で停止する｡転轍けた5が固定

軌道3と接続しているとき電動機9を逆転させると,クランクアー

13

13 12こ1 ′

1∴6コ､m浅.∴嶽
3
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図 1

富区

結果所期の目的を達成するPSL鋼を得ることができた.-,

近代工業における使用分野が拡大するiこつれ,新Lい性能および

設計による新しい用途の開拓が期待でき,その実績も着々とJ什ノ(の

傾向にある.ご+

終わりに臨み本実験遂行にあたり終始懲切なご指導を旦!射っった1--r

〕ヒニ金属株式会社本社生産技術部長桧垣取締役ならびに什〕】土斜扇株式

会右L二安来二J二場関係各位に深甚なる謝意を表する｡

1
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動 装 置

ム14a,14bは叫計力向にk+転し,ローラ15bはムノノへ動きローラ

15aはガイド17に掛J㌻して転撒けた5を固定軌道2側に転轍する｡

したがって一ノJのクランクアームで転轍する場合,他方のクラン

クアームは反対方向に離れてガイドに掛合することがなく,転轍け

たの移動,停ILを円滑に行なうことができ,駆動系に無印な力を加l

えることがない.ご (寺田)
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覇 廷 特 許 の 紹 介

特許策488280号(特公昭41--14361号)

ス

この発明は,Pt5～85%に対しRh75%以下,Pd85%以下の1
種または2種の組合せであって,しかもPt,Rh,Pd三元状態図の

(Pt25%,Rh75%),(Pt85%,Rh15%),(Pt85%,Pd15%),

(Pd85%,Pt15%),(Pd85%,RhlO%,Pt5%),(Pt5%′,Pd

20%,Rh75%)よりなる点でかこまれる範囲内の組成からなる白金

とパラジウムまたはロジウムとの2元合金,もしくは白金,パラジ

ウム,ロジウム3元合金よりなるストレインゲージに関するもので

ある｡

その特長とするところほ

(1)大きいゲージ率(4以上)が得られる｡.

(2)抵抗温度係数が比較的小さい｡

(3)従来のものに比較してロット間あるいはロット内での製品の

バラツキがきわめて少なく,したがってその製造が簡単である｡

(4)耐酸化性,耐食性が良好で高温用として使用できる｡

(5)ほんだづけ,ろうづけが容易である｡

(6)加工性が良く,細線あるいはハクに加工容易であるり

(7)比抵抗が適当な値をもっている｡

(8)対銅起電力が小さい｡

(9)抗張力がかなり大きいので,これに伴い比例限が大きく,大

きいひずみの測定が可能である｡

点にある｡ (桶ル)
Pt

母
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特許弟490799号(特公昭41-3843号)

高 速 信 号

近時,計数形電子計算機のように多数の素了一を用いる撥器におい

てきわめて高速の信号が使用されるようになった｡しかし素子の大

きさおよび回路構成が信号の伝播時間を無視できるほど十分に小さ

くないために信号伝送回路を分布定数線路として考慮しなければな

らなかった｡このため,信号出力を同時に多数の論理回路に接続し,

各論理回路を伝送線路の終端のみに接続する方法がとられている

が,このような方法でほ各色回路部分がさらに分布定数線路を形成

するため,整合は困難で信号の減衰,誤差を生ずる欠点を有して

いた｡

本発明はこれらの欠点を改善するもので,一本の伝送線路上に分

布的に多数の負荷(一般に論理回路)をエミッタホロワ回路(以下

EFと略す)を介して接続し,上記Eダの入力インピーダンスを

分布定数として上記伝送線路のインピーダンスに含めて整合を取っ

たもので図1にその一例を示す｡このような構成をとった場合,伝
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図 1

Pd

回村

田 健 郎･中沢喜三郎

路

送線路gに対する負荷インピーダンスZ=は近似的に

ZJ≒β(仙)Z†叫才(g)1

ただし,Z(叫オ(J)iは負荷の入力インピーダソス,仙は

信号の角周波数成分,g(g)iよ動作時の負荷入力電流,

β(仙)はトランジスタの電流増幅率

となる｡この方は図2に示す等価回路でおきかえられる｡このと

き,抵抗成分丘⊥はβ倍され,容量成分Cェは1/β倍されるため上

式で変換された各負荷の入力インピーダソスの伝送線に及ぼす影響

はきわめて小さくなる｡この結果上記回路はEダの入力容量Cβが

伝送線路の固有な分布容量Cに付加して構成された特性イ ンピー

ダンスZrの分布定数線路となる｡今月Fの個数を∽とすれは,Zrは

み≒†/吉
1

と近似される｡したがって伝送線路Jの終端をZTによって接地す

れば整合がとれる｡またEダの出力線が長い場合や,論理回路に

流れる電流変動率が大きい場合にはEダが大きな容量負荷となる

が,このときにほEFの入力部に抵抗あるいは容量分を含んだ抵

抗を付加すればよい｡また伝送線の送端部にZrよりも大きめの抵

抗gを付加すればいっそう確実な整合が可能である｡ (高崎)

/ βRl
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ZT･

/ / /

(Ce＋音)
図 2
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